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微分積分学Ⅱ 栗林　勝彦

Calculus II 　

2 後期 火曜･３時限 ＭⅠ（医）

共通教育５１講義室 講義

非該当

(1)授業の達成目標 授業で得られる「学位授与の方針」要素 ⇔ 【授業の達成目標】
大学ＤＰ

学士の称号にふさわしい基礎学力と専門的学力 多変数関数の微積分に関して，計算および論理的事項を理解で
きるようになる。
⇔

(2)授業で学べる
「テーマ」

その他

(3)全学横断特別
教育プログラム

(4)授業の概要 多変数関数における微分積分学を学ぶ。おもに二変数関数について扱うが，三変数以上の関数について
も考え方は同じである。前半では多変数関数の微分法について扱う。微分積分学Ⅰで学んだ微分法をさ
らに拡張し，偏微分の概念を学ぶ。応用として極値問題などを扱う。後半では多変数関数の積分法につ
いて扱う。微分積分学Ⅰで学んだ積分法をさらに拡張し，重積分の概念を学ぶ。応用として，体積，曲
面積の計算などを行う。

(5)授業のキーワ
ード

偏微分， 重積分

(6)授業計画 １．多変数関数と偏導関数
２．合成関数の微分法
３．テイラーの定理
４．接平面と全微分
５．陰関数の微分法
６．２変数関数の極大，極小
７．条件付き極値問題(I)
８．条件付き極値問題(II)
９．２重積分
１０．累次積分
１１．積分変数の変換
１２．広義積分
１３．体積
１４．曲面積
１５．三重積分 ※授業アンケートを実施します。
１６．期末試験

(7)成績評価の方
法

期末試験と演習内容および講義中に出題される問題のレポートを総合的に判断して評価する。期末試験
とレポートの比率は概ね７：３である。

(8)成績評価の基
準

例題と同様の課題に対してその解決の道筋を理解し，解決の過程をかなりの程度遂行で きれば水準にあ
る。
例題と同様の課題を独力で解決できればやや上にある。
例題よりやや複雑な課題を独力で解決できればかなり上にある。
例題より複雑な課題を独力で解決でき，論理的に整理した答案，レポートを書くことができれば卓越し
ている。

(9)事前事後学習
の内容

・１単位当たり「45時間から授業時間を引いた時間量」の自主学習時間が課せられる。予習や復習も授
業の一部です。
事前学習：必ず予習（教科書の定義・定理・証明などを理解したり，例題や問題を解いてみるなど）を
行い，不明な点を明らかにしてから授業に臨むこと。
事後学習：授業内に解いた例題や問題を再確認すること。また，理解を深めるために，多くの問題に取
り組むこと。
なお，分からないところは図書館で調べたり，友達や先生に質問したり，質問コーナー（中央図書館な
ど）を利用するなど，自分が納得するまで努力すること。
・レポートは提出後，その内容に基づき面接を行なうことがある。

(10)履修上の注意 偏微分の内容で１回，重積分の内容で１回，計２回のレポート提出を課す。提出時期は講義中に連絡す
る。また各講義の後半では，演習を行いそのノートの提出を求める場合がある。

(11)質問,相談へ
の対応

質問は随時受け付けるが，時間がない，足りない場合は相談質問の日時を調整する。その調整は講義後
またはメールで受け付ける。kurimath@shinshu-u.ac.jp

(12)授業への出席 全ての回に出席することを基本とする。
この授業の達成目標に到達するためには12回以上の出席が必要です。
「出席停止」や「学修の補充の対象とする事由」に該当する場合は，その旨の申請があり,指示された学
修の補充に取組んだ場合に出席と認める。



(13)授業に出席で
きない場合の学
修の補充

感染症報告システムに登録し「出席停止」と判断された場合は，健康安全センターからのメールを教員
に転送して，学修の補充に関する指示を受けること。
「学修の補充の対象とする事由」により出席できない場合は，『共通教育履修案内』に記載されている
方法により，補充を受けるための申請を共通教育窓口で行うこと。

【教科書】 飯田洋市, 大野博道, 岡本葵, 河邊淳, 鈴木章斗, 高野嘉寿彦共著, 微分積分の基礎
,ISBN978-4-563-01219-9, 培風館, 2018年, 2700円＋税．

【参考書】 指定しない。


